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１．はじめに



自己紹介
（今年）

吉植 庄栄（東北学院大学文学部）

（よしうえ しょうえい）



２．S.R.ランガナタン
という人



S.R.ランガナタン(1892-1972)

(Shiyali Ramamrita Ranganathan = 

சியலி ராமாமிருத ரங்கநாதன்) 

インド（マドラス州、現タミルナ
ドゥ州出身）の数学者・図書館学者、
図書館運営の実務者でもある。

『図書館学の五法則』のほか、

『コロン分類法』など多数の著作を
生み出した。



The Five Laws of Library Science(1931)

■Books are for use

■Every reader his [or her] book

■Every book its reader

■Save the time of the reader

■The library is a growing organism



図書館学の五法則（和訳）

■図書は利用するものである

■いずれの利用者にもその人の本を

■いずれの本にもその利用者を

■利用者の時間を節約せよ

■図書館は成長する有機体である
→図書館業務の原理を5つに集約した基本原理。



若年時

■バラモン階層に誕生

■父が早死に

■地元を出てマドラスに

■数学専攻

■大学院・教員養成学校に進学

→数学の教員へ



ランガナタンの人となり

■若年時は虚弱＆吃音症

■一斉授業が大嫌い→子供に悪

■ワーカホリック

■1日1食（それも仕事しながら）

■後妻との間に1人息子

■独立運動には無関係(?)



■1人の教師が100-1000人の児童

→一斉教育のはじまり

■モニター（助教）数名

→実際の教授を担当、能力別クラス（学級に）

■号令

→規律訓練の下、学習、時間割の成立

モニトリアル・システム(19C前英）



■最初、モニトリアル・システム

■失敗←だって幼児だし（笑）

■発想の転換

■モニターはもういらない

■近代国家の学校の基本スタイルへ

ギャラリー制



数学教師

■高等教育機関の数学教師

■田舎＝少人数

■能力・成績ばらばら

■各自に合う本で自学(図書室構築)

■1人1人フォローアップ

■優秀進学者輩出



これって学校図書館の本来性？

■個別最適な学び

■1人1人は色々違う

■（一斉授業の限界）

■各自に合う本で自学自習（図書館）

■1人1人フォローアップ

■小さい学校こそ学校図書館



挫折から図書館へ

■俸給問題で失敗

■（田舎の数学教員で終わる？）

■マドラス大学図書館館長公募

■興味無し→出願させられる

■何故か勝ち抜いて採用

■（つまんないので戻りたがる）



五法則をなぜ？

■イギリスでの図書館見学が基

■（仕事がばらばらやん）

■（何か統一原理があるはず？）

■（さすが数学の先生）

■悩むこと5年以上

→ある日、師匠と話してて閃く



ランガナタンの成果（マドラス）

■マドラス大学図書館整備

■開架式に変更・再分類

■レファレンスサービス開始

■新館建築

■図書館員養成夏期講習開始

→大学の学部へ



ランガナタンの成果（戦後）

■マドラス大学退職

■バラナシ→デリー

■世界的に評価・外遊＆講演

■拠点をスイスに

■帰国・バンガロールで晩年

→1972年9月27日に死去



※生徒への選書論



ランガナタンの選書論

■図書の3側面

・物理面

→大きさ、重さ、形・・・

・体裁面

→言語、ページ、文章等のスタイル

・内容面→後ほど



ランガナタンの選書論

■中高生に対して

・物理面

→大きすぎない・重すぎない

・体裁面

→日本語、大きな文字、親しみやすい

分かり易い表現、大きい余白



ランガナタンの選書論

■図書の4分野

・人文科学（感情的・具体的）

・社会科学（理知的・抽象的）

・技術（具体的）

・純粋科学（理知的・抽象的）



ランガナタンの選書論

■中高生の成長に対応

※（身体）→感情→知力→魂と成長

・感情的・具体的（ワクワク）

→文学、伝記、ノウハウ本

・抽象的（知力）

→社会科学、自然科学、哲学等



ランガナタンの選書論

■中高生の成長に対応

※（身体）→感情→知力→魂と成長

・感情的・具体的（ワクワク）

→文学、伝記、ノウハウ本

〇従来はこれを特に重視？



アクティブラーニング

■2020年～ 新学習指導要領

・知識重視（伝統的な教育）

vs

・主体性重視（新教育）

→主体的・対話的で深い学び

→自分が主体となり調べ発信

→探究学習の強化



ランガナタンの図書論

■中高生の成長に対応

※（身体）→感情→知力→魂と成長

・抽象的（知力）

→社会科学、自然科学、哲学等

〇こっちに力点を強化！



あたらしい中学・高校での読書

■抽象的・知力（ランガナタン）

■探究のための「情報読解」

・ウェブサイト情報

・論文

・オンラインで読める文庫、新書

・（専門書）



３．ウェブサイトで
読ませよう



(1) CiNii Reseach



使うツール：CiNii Research

例）ググって検索



使うツール：CiNii Research

「機関リポジトリ」を押下



使うツール： CiNii Research

PDFファイルのリンクを押す



使うツール： CiNii Research

論文が表示される



(2)国立国会図書館
デジタルコレクション



国会図書館デジタルコレクション

デジタル化された資料が公開



使うツール：NDLデジコレ



使うツール：NDLデジコレ



(3)Science Direct



使うツール：Science Direct

世界的英語論文データベース



使うツール：Science Direct

「Download PDF」を押下



使うツール：Science Direct

論文が表示される



ジャパンナレッジSchool

■電子辞典機能

■新書・文庫

■一般書

■雑誌

■学習漫画

→盛岡四高・盛岡市高（あと？）導入



４．おわりに



図書館を探究学習の場に

■電子資料の活用

■片づける

■古い資料の除籍

■探究に使える選書を

■可動式の机椅子導入

■プロジェクター・スクリーン設置

→後半の事例報告を！



ご清聴ありがとうございました

■吉植庄栄(よしうえしょうえい)

東北学院大学文学部歴史学科・司書課程准教授

〒980-0812 宮城県仙台市青葉区片平2丁目1

e-mail: syoshiue@mail.tohoku-gakuin.ac.jp

電話:022-721-3225(ダイヤルイン)

携帯:070-5098-9451


